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西
か
ら
東
へ

（
そ
の
［
）

水
野
千
里

　
　
　
獣
　
へ
　
が
　
熱

　
山
本
先
生
が
去
三
月
三
日
鹿
島
丸
で
御
婦
朝
に
な

つ
糞
の
で
、
久
々
で
拝
顔
し
六
く
な
つ
糞
の
ビ
、
播

丹
線
が
全
通
し
糞
の
で
、
加
古
川
附
近
の
風
景
に
接

し
、
爾
知
山
に
奮
友
土
屋
中
佐
た
訪
ね
繕
い
の
虐
、

奈
良
女
子
高
等
師
範
學
校
西
田
教
授
に
朋
事
が
塒
來

乳
の
ビ
、
大
大
阪
博
覧
會
見
物
の
黒
め
亡
に
學
年
宋

一
週
間
の
休
暇
准
当
行
に
當
て
糞
。
最
初
の
操
定
ば

二
十
五
日
禰
自
知
山
、
二
十
六
、
七
n
口
状
ぶ
都
、
二
十
八

日
奈
良
、
二
十
九
日
大
阪
の
豫
定
で
あ
っ
夫
が
、
山

本
q
先
生
か
ら
陪
μ
二
十
｝
工
、
山
ハ
日
儲
μ
…
滋
賀
幅
縣
の
御
郷
里

に
、
土
屋
耳
語
か
ら
ば
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
大
阪

に
出
一
張
す
る
か
ら
、
二
十
八
口
目
以
後
に
ぜ
い
ふ
、
通
知
…

が
留
れ
の
で
、
豫
て
か
ら
希
望
し
て
居
六
肉
感
線
か

ら
山
陰
線
た
経
て
入
洛
し
、
昂
途
二
三
線
に
出
る
こ

電
に
し
蓉
。

　
　
第
一
日
　
三
月
二
十
四
日
号
晴

　
　
　
陶
山
か
ら
小
郡
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
△
△
△
△
△
△
△
△
△

一
、
岡
山
か
ら
に
東
京
よ
り
も
蓮
い
京
都
。
岡
山
か

　
ら
東
京
迄
ば
四
六
ご
哩
山
ハ
分
だ
が
、
山
口
糠
潜
脛

　
熱
し
て
京
都
迄
に
玉
七
五
哩
四
分
ビ
な
ろ
の
で
、

　
一
コ
ニ
哩
二
分
蓮
く
な
ろ
の
で
あ
る
σ
瞬
肉
か
ら

　
京
都
に
行
く
に
、
下
り
列
車
に
粟
っ
て
揖
掛
け
旗

最
初
の
レ
コ
ー
ド
で
あ
ら
う
ビ
思
つ
カ
・

二
、
愈
員
金
光
國
厭
離
Q
新
に
碑
來
上
つ
索
プ
ラ
ン

　
ト
ホ
ー
ム
に
地
下
道
か
ら
虚
ろ
定
美
舞
の
紳
士
が

　
ニ
コ
量
定
近
づ
く
で
に
な
い
か
。
こ
れ
ば
淺
口

　
郡
金
光
町
の
無
難
金
光
國
属
望
で
あ
っ
索
。
同
車

　
し
乳
が
最
後
、
車
中
に
墨
黒
談
で
持
切
り
、
山
本

　
先
生
の
御
嵩
に
始
ま
り
、
岡
山
支
蔀
の
近
況
、
岡

　
山
天
工
璽
の
話
も
出
る
し
、
余
に
ず
ケ
ッ
ト
か
ら

　
新
刊
の
理
科
年
表
を
軽
し
て
、
課
員
ば
是
非
座
右

　
に
「
一
本
為
備
へ
付
け
な
・
く
て
．
に
な
ら
な
い
な
ご
話

　
し
て
居
る
マ
」
、
汽
車
に
金
光
騨
に
つ
い
六
の
で
同

　
氏
ほ
下
車
さ
れ
敦
〇

三
、
夢
の
申
に
天
の
花
Q
岡
山
か
出
置
し
れ
の
匡
午

　
後
九
時
四
十
五
分
で
あ
っ
乳
。
そ
れ
か
ら
早
く
も

　
一
時
間
絵
た
経
過
し
乗
の
で
、
ボ
ソ
ー
睡
魔
が

　
襲
っ
て
來
れ
。
車
窓
か
ら
天
潜
眺
め
る
Q
牡
牛
、

　
オ
リ
ナ
ン
、
大
犬
、
小
犬
、
獅
子
、
乙
女
、
牛
飼

　
諸
星
座
の
一
等
星
が
特
に
キ
ラ
ー
ミ
輝
い
て
居

　
ろ
Q
土
星
も
顔
葎
見
ぜ
て
居
表
。
汽
車
に
ゆ
ら
れ

　
な
が
ら
ウ
ト
く
ビ
し
て
居
ろ
申
に
爾
山
、
尾
の

　
遣
も
打
過
ぎ
、
廣
山
で
目
た
醒
ま
し
、
畑
島
に
闇

　
の
申
で
大
鳥
居
も
見
え
す
、
又
コ
ク
り
く
定
し

て
天
の
花
た
夢
み
な
が
ら
、
柳
弁
津
、
三
田
尻
か

適
ざ
小
郡
に
つ
い
ぬ
の
匡
翌
二
十
五
跨
午
前
．
阪
聴

三
十
三
分
で
あ
っ
六
Q

　
笥
島
霞
　
三
月
二
十
異
轟
　
騨
々
雨

　
　
小
郡
か
ら
長
門
峡
ま
で

一
、
中
國
の
小
京
都
U
山
口
Q
小
郡
騨
で
出
口
行
の

諸
車
為
待
合
す
ご
ミ
二
一
平
間
雫
、
午
前
七
時
五

分
同
士
獲
、
山
口
駆
に
つ
い
象
の
に
午
前
七
時
三

十
一
分
、
直
ち
に
下
車
し
六
Q
抑
々
画
口
の
名
構

匡
東
雲
棚
山
の
入
口
に
鞭
っ
て
居
る
か
ら
出
乳
の

で
、
往
古
山
口
氏
の
所
領
で
あ
っ
カ
が
、
大
内
茂

盛
大
定
な
ろ
に
及
ん
で
其
の
併
合
す
ろ
こ
こ
ろ
ぜ

な
つ
公
。
大
内
義
興
の
書
算
に
三
戸
の
繁
榮
、
京

都
た
凌
ぎ
、
當
畦
交
學
、
工
藝
非
常
に
濫
み
、
義

隆
卿
の
自
若
の
干
た
極
め
れ
が
う
毛
利
氏
聴
代
に

な
っ
て
は
治
城
、
萩
に
あ
っ
六
か
ら
、
昔
の
様
に

ば
な
か
つ
糞
が
、
零
点
の
當
時
毛
利
敬
親
卿
が
、

治
城
た
こ
㌧
に
移
し
て
か
ら
、
再
び
繁
昌
に
な
つ

　
て
來
て
、
其
の
後
山
口
縣
臆
所
在
地
ビ
し
て
、
敏

育
地
亡
し
て
商
品
の
贋
目
か
保
ち
、
交
通
不
便
で

あ
っ
五
が
、
今
や
陰
陽
蓮
指
宿
逡
通
じ
て
、
丈
明

　
の
論
難
に
浴
す
ろ
こ
亡
が
出
窓
、
人
口
四
三
萬
の

都
詰
宣
な
つ
乳
。
雨
の
繭
山
公
園
か
ら
山
ロ
町
な

　
鰍
下
し
、
六
銅
像
海
仰
ぎ
、
山
口
縣
磨
の
側
た
通
り

二
三
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瑠
璃
光
寺
境
内
に
あ
る
五
重
塔
た
一
瞥
し
、
装
榮

　
憩
杜
、
野
田
紳
杜
、
今
入
幡
宮
に
薯
拝
し
て
歩
兵

第
四
十
二
聯
隊
南
裏
門
前
の
牧
師
ザ
ベ
サ
ヨ
の
紀

　
亡
魂
の
傍
為
過
ぎ
、
大
殿
大
路
に
あ
ろ
赤
十
字
病

院
の
前
腎
通
り
古
本
屋
に
覗
き
、
明
治
十
五
年
二

　
詳
覧
版
の
「
天
遣
湖
源
」
あ
購
入
し
て
山
口
騨
に
行

　
つ
糞
ら
、
今
出
雲
雀
薩
行
の
汽
車
が
禺
索
恥
い
ふ

　
定
こ
ろ
で
、
次
の
汽
車
迄
に
は
三
時
間
待
☆
れ
ば

　
な
ら
ぬ
。

ご
、
山
口
支
部
為
訪
ふ
〇
三
時
問
。
や
如
何
に
過
す
べ

き
か
。
購
で
待
っ
て
居
る
の
も
馬
鹿
ら
し
く
、
町

　
の
主
要
な
オ
こ
ろ
に
見
物
し
署
し
、
前
に
無
山
公

園
か
ら
降
り
て
、
高
等
女
學
校
の
定
こ
ろ
に
出
糞

　
芝
き
、
山
ロ
三
都
に
行
か
ん
も
の
ミ
、
登
え
に
書

き
つ
け
て
置
い
衰
、
幹
事
さ
ん
の
名
前
を
見
當
ら

　
な
か
つ
恥
の
で
、
止
め
瘡
が
、
こ
の
三
時
間
た
空

　
費
ぜ
す
に
、
山
口
高
等
三
校
に
行
く
こ
定
に
し
歪
Q

　
フ
ト
、
下
ラ
ン
〃
の
申
に
天
界
准
入
れ
て
來
て
居

　
る
こ
定
た
思
出
し
乳
の
で
定
心
聴
い
て
見
る
書
、

　
山
口
支
部
、
肉
口
高
等
色
焼
化
學
教
室
野
垣
寛
之

　
孟
あ
っ
雲
の
で
喜
ん
で
、
學
校
に
行
つ
六
ら
野
垣

　
憂
欝
ば
毘
勤
さ
れ
て
ば
居
な
か
つ
糞
の
で
、
湯
田

　
の
御
下
宿
に
塗
り
、
初
臆
面
の
挨
拶
を
し
て
、
支

　
郡
の
近
況
短
剣
い
六
が
、
同
地
方
で
「
天
界
」
の
購

讃
者
に
三
、
四
十
名
も
あ
ろ
が
、
支
部
の
方
で
に

高
校
學
生
中
の
會
員
を
相
手
に
三
生
望
還
鏡
た
使

　
害
し
て
居
ら
れ
る
ミ
の
事
で
あ
っ
糞
O
井
上
公
園

　
七
卿
紀
念
碑
建
設
地
に
案
内
さ
れ
、
話
ぱ
一
韓
し

　
て
長
門
峡
の
奇
勝
潜
探
る
こ
定
に
な
つ
象
〇

三
、
長
門
峡
Q
耶
馬
漢
以
上
定
の
構
あ
る
、
天
下
の

　
　
ち
ょ
う
も
ん
け
ぷ

　
奇
勝
長
門
峡
に
山
繭
線
臨
時
騨
、
長
門
峡
騨
前
の

　
御
堂
ケ
原
か
ら
、
萩
町
に
流
れ
る
阿
武
川
の
上
流

　
約
三
里
に
亘
る
峡
谷
美
の
溝
で
あ
る
。
映
中
至
る

　
面
こ
ろ
、
深
潭
あ
り
、
画
布
あ
り
、
声
嚢
岸
ば
常

　
緑
樹
、
落
栞
樹
、
畿
蒼
こ
し
て
茂
り
、
春
の
新
緑

　
秋
の
紅
葉
ば
碧
潭
に
相
映
じ
、
其
の
美
観
に
所
謂

　
天
下
の
奇
勝
で
あ
ろ
。
午
後
一
時
十
分
山
口
獲
、

　
長
門
峡
で
下
車
し
酒
の
ば
午
後
二
時
四
分
、
某
大

　
尉
も
下
車
さ
れ
六
。
野
垣
幹
事
の
東
道
で
、
阿
武

　
川
に
洛
ふ
て
下
つ
雲
。
明
治
四
十
一
年
山
口
高
商

　
の
講
師
ガ
ン
ド
ン
ソ
ト
氏
此
庭
た
探
勝
し
て
天
下

　
無
比
ε
構
正
し
、
近
く
に
大
正
九
年
本
邦
山
林
學

　
地
質
學
の
泰
斗
ぜ
し
て
有
名
な
書
伯
高
島
北
海
氏

　
本
峡
為
践
聾
し
、
長
門
峡
定
命
名
し
、
自
ら
探
勝

　
濫
路
の
認
識
た
企
て
其
の
工
事
完
成
に
よ
っ
て
初

　
め
て
廣
く
人
口
に
瞼
蚤
ぜ
ら
る
㌧
に
託
つ
実
の
で

　
あ
る
。
騨
前
面
の
丘
上
に
「
長
門
峡
入
口
」
虐
大
書

　
し
て
あ
る
既
の
邊
存
出
合
淵
定
構
し
、
E
に
映
中

二
四

名
所
の
一
つ
で
、
丁
字
川
、
碁
石
岩
、
馬
の
瀬
、

千
爆
薬
ロ
、
紅
葉
橋
、
第
『
二
、
三
魚
切
、
龍

宮
淵
等
の
奇
勝
な
眺
め
、
湯
瀬
温
泉
揚
に
到
著
し

六
Q
羅
存
詰
る
こ
ビ
一
里
二
十
七
町
。
某
大
尉
定

一
所
に
な
つ
糞
の
で
同
行
三
人
Q
毎
年
今
頃
に
な

ろ
亡
族
館
の
急
心
閣
、
萬
碧
縷
、
擬
峡
館
な
ご
が

開
か
れ
ろ
が
、
今
年
に
未
だ
珂
庭
も
戸
が
締
っ
て

居
る
Q
阿
武
川
定
金
郷
川
ぜ
の
合
流
黙
、
余
郷
出

合
が
本
渓
中
の
最
勝
の
触
で
、
之
れ
准
見
な
け
れ

ば
長
門
峡
の
長
門
峡
劣
る
眞
慣
准
許
す
ろ
賢
格
が

な
い
亡
い
に
れ
て
居
る
が
同
地
ま
で
に
未
だ
十
飴

町
あ
る
。
其
庭
ま
で
行
く
ε
麟
り
が
夜
に
な
っ
て

瞼
岨
の
遣
に
亡
て
も
歩
か
れ
な
い
、
し
か
し
こ
の

直
門
ろ
の
も
遺
憾
で
あ
み
Q

幸
ひ
一
民
家
が
あ
っ
衷
の
で
、
宿
の
相
談
を
す
ろ

定
こ
の
先
き
に
長
門
焼
元
に
素
人
宿
た
す
る
定
こ

ろ
が
あ
ろ
亡
の
こ
ざ
、
若
し
そ
こ
で
泊
め
て
呉
れ

れ
ば
宿
を
し
て
貰
ふ
ご
ビ
に
話
が
二
つ
れ
の
で
聴

秋
橋
為
渡
っ
て
大
天
狗
岩
、
小
天
狗
岩
た
前
に
し

て
居
ろ
素
人
宿
に
依
頼
亡
て
一
夜
為
明
す
事
に
な

つ
カ
の
で
、
歳
々
鼓
し
て
金
郷
出
合
か
ら
進
ん
で

永
電
坂
入
口
た
経
て
切
籠
峰
、
切
窓
峰
藪
田
つ
索

重
屏
岩
か
ら
高
瀬
に
出
で
川
舟
に
よ
っ
て
阿
武
川

下
り
も
興
趣
が
多
い
が
、
引
返
し
て
前
郷
漫
潜
遡
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リ
、
金
松
岩
、
猿
翼
爆
布
の
壮
観
に
接
し
、
長
門

　
峡
存
語
る
資
格
が
十
分
備
つ
六
の
で
、
宿
へ
定
急

　
い
で
、
返
つ
れ
時
に
午
後
六
時
で
あ
っ
れ
〇

四
、
長
門
峡
に
三
士
天
な
談
じ
六
。
某
大
尉
匡
小
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
族
團
の
副
官
野
溝
式
彦
氏
で
あ
っ
実
。
野
垣
、
野

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
灘
、
水
野
の
三
野
が
長
門
峡
の
一
民
家
に
會
合
し

　
糞
。
初
樹
面
で
に
あ
る
が
、
鳥
路
蒼
二
里
牛
共
に

　
し
六
の
で
、
奮
知
の
如
く
な
つ
≠
O
野
垣
氏
ぽ
各

　
務
ケ
原
で
一
年
志
願
兵
ビ
し
て
飛
行
機
に
乗
り
廻

　
し
五
千
来
以
上
の
天
空
か
ら
雲
の
問
准
す
か
し
て

　
地
上
為
鰍
下
し
染
型
い
ふ
猛
者
で
近
々
任
官
さ
れ

　
る
ミ
の
事
、
余
ば
明
治
三
十
二
年
の
士
官
候
補
生

　
で
日
露
職
長
に
に
単
葉
し
穴
一
人
置
野
溝
大
尉
ば

　
名
古
屋
幼
年
學
校
の
出
勇
者
Q
そ
こ
で
野
溝
大
尉

　
ε
野
垣
氏
ビ
は
話
の
合
ふ
こ
ビ
が
幾
つ
も
あ
ろ
。

　
余
の
同
期
生
挙
野
中
佐
が
大
分
聯
隊
匠
為
去
っ
て

　
小
倉
師
管
司
令
部
高
級
副
官
准
勤
め
て
、
雑
地
戦

　
術
の
爲
め
山
口
町
に
來
て
居
る
こ
だ
々
聞
い
六
〇

　
同
氏
ぜ
ば
暗
々
丈
通
に
し
て
居
る
が
相
見
ざ
ろ
こ

　
o
こ
｝
止
に
二
十
山
ハ
』
牛
、
今
削
馴
博
μ
々
門
れ
も
山
口
町
に
U
居

　
六
の
で
あ
ろ
が
、
相
互
に
知
ら
な
か
つ
表
の
で
あ

　
つ
糞
。
野
垣
氏
オ
余
芒
ば
「
天
界
」
紙
上
で
の
知
り

　
人
、
實
に
奇
遇
で
あ
っ
六
。
「
天
高
く
月
小
な
り
」

　
ε
に
立
中
で
仰
い
で
月
々
見
る
定
ら
で
あ
ろ
亡
一

　
人
が
唱
へ
る
亡
、
成
ろ
程
今
日
に
奮
暦
何
日
か
ね

　
…
：
・
ハ
イ
カ
ラ
娘
さ
ん
が
三
月
一
二
日
定
嫁
潤
へ
れ
。

　
そ
れ
で
に
最
早
山
に
隣
れ
て
見
え
な
い
が
、
大
天

　
狗
岩
に
上
つ
穴
ら
俄
眉
山
下
の
月
の
感
が
す
う
だ

　
ら
う
定
云
っ
て
大
笑
ひ
。
そ
の
中
に
酒
肴
が
蓮
ば

　
れ
穴
、
酒
に
傘
地
か
ら
山
路
た
越
え
て
約
二
里
の

　
出
雲
蓬
人
か
耳
聡
し
て
取
寄
ぜ
糞
も
の
、
案
外
の

　
御
馳
走
に
舌
鼓
准
打
つ
糞
。
北
極
星
匡
燦
ミ
し
て

　
輝
・
き
、
天
高
く
星
小
な
ろ
心
持
ち
が
し
れ
〇

五
、
長
門
焼
。
景
勝
の
地
で
購
書
位
交
通
不
便
の
地

　
匡
少
な
い
、
無
論
自
軽
車
、
人
力
車
匡
駄
目
、
道

幅
三
尺
位
で
一
方
ば
漸
崖
、
一
方
に
深
淵
、
一
歩

　
為
誤
れ
ば
敷
＋
尺
の
崖
か
ら
深
潭
に
眞
雪
避
に
、

　
命
が
二
つ
三
つ
な
く
て
は
助
か
ら
な
い
様
な
所
が

多
く
あ
ろ
の
で
、
天
下
に
久
し
く
知
ら
れ
な
か
つ

　
雲
の
で
あ
る
。
長
門
峡
か
ら
阿
武
川
に
浩
ふ
て
萩

　
ま
で
七
里
三
十
町
の
う
ち
、
高
瀬
迄
三
里
十
六
町

　
の
間
が
特
に
交
通
が
不
便
で
徒
歩
に
よ
る
よ
リ
方

　
法
に
な
い
の
で
、
景
色
に
よ
い
が
土
産
物
が
な
い

　
亡
い
ふ
の
で
、
態
々
他
か
ら
土
な
蓮
び
、
職
人
々

　
傭
入
れ
て
或
時
期
に
畏
門
焼
為
製
造
し
て
、
土
産

　
物
に
す
る
の
だ
か
ら
自
然
物
儂
聖
な
る
の
で
あ
る

　
オ
。
次
か
ら
次
ヘ
ミ
大
天
狗
岩
、
小
天
狗
岩
の
奇

　
夢
解
前
に
し
て
、
屯
天
狗
が
三
Q
話
し
が
開
き
な

い
。
宿
の
主
人
の
話
に
よ
ろ
ぜ
猿
の
群
が
三
つ
あ

っ
て
、
大
な
る
も
の
に
二
、
三
十
匹
Q
中
に
十
数

匹
り
小
ほ
五
、
山
ハ
匹
O
山
に
遊
ぶ
の
が
よ
く
見
・
乳

る
定
の
事
。
阿
武
川
の
雪
空
干
ろ
言
、
寛
の
水
音

定
准
画
き
な
が
ら
夢
路
に
這
入
つ
雲
の
に
夜
牛
の

頃
で
あ
っ
六
。

　
舗
品
二
日
　
　
一
ご
月
二
十
山
ハ
日
　
階
凡
夜
雨

　
　
長
門
峡
か
ら
鳥
坂
ま
で

一
、
山
口
線
の
見
聞
。
覧
た
出
て
湯
瀬
温
泉
で
野
溝

大
尉
に
別
れ
。
長
門
峡
騨
か
ら
余
は
出
霞
大
肚
行

き
列
車
に
、
野
垣
氏
に
小
郡
行
き
列
車
に
。
長
門

峡
獲
寧
に
午
前
十
一
時
四
十
四
分
、
北
東
に
進
ん

で
陰
陽
の
境
界
に
あ
る
津
和
野
に
著
い
六
。
明
治

二
十
五
年
頃
小
學
校
で
「
津
和
野
は
石
見
事
に
あ

る
山
間
の
都
會
な
り
」
ε
學
ん
だ
が
、
來
て
見
る

ぜ
成
程
山
間
の
都
會
に
相
違
な
い
。
青
櫓
四
周
の

地
、
縞
井
氏
の
奮
城
下
、
山
上
の
城
舐
は
汽
車
中

か
ら
見
る
こ
定
が
出
発
ろ
。
津
和
野
神
器
、
永
明

寺
、
白
糸
瀧
杯
が
見
る
べ
告
も
の
で
、
名
物
に
源
氏

春
が
あ
る
Q
汽
車
か
ら
瞥
見
す
ろ
ぜ
如
何
に
も
田

舎
町
で
，
藁
葺
の
家
が
多
く
、
今
度
漸
く
中
學
校
が

設
置
ぜ
ら
れ
る
こ
ビ
に
な
つ
象
。
汽
車
中
で
握
飯

の
青
い
糞
の
を
甘
ま
さ
う
に
頗
張
っ
て
居
ろ
土
地

の
人
ら
し
い
の
が
五
人
や
六
人
で
ば
な
か
っ
れ
。

二
五
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其
の
形
の
美
し
い
青
野
由
（
九
五
〇
米
）
た
厭
か
す

　
眺
め
、
石
見
釜
田
騨
に
つ
い
六
Q
此
鷹
が
山
口
線

　
定
山
陰
線
亡
の
聯
絡
馳
で
あ
ろ
。

ご
、
日
本
海
の
波
濤
Q
釜
田
か
ら
海
が
見
え
塒
し
て

　
そ
れ
か
ら
海
岸
に
辱
浩
ふ
て
汽
車
ば
進
み
、
車
窓
の

　
眺
望
、
山
陽
線
ミ
其
の
述
為
異
に
し
て
居
ろ
。
海

　
の
精
々
ビ
し
て
居
る
の
に
違
に
な
い
が
、
鳥
が
少

　
い
、
船
が
見
え
な
い
。
春
か
ら
夏
へ
か
け
て
海
に

　
穏
か
で
あ
る
が
、
秋
か
ら
冬
に
自
大
濤
で
交
通
杜

　
噂
す
ろ
こ
亡
が
あ
る
。
日
本
海
自
評
の
あ
っ
表
見

　
島
た
遙
か
に
眺
め
、
長
門
富
士
！
近
く
に
高
島
の

　
孤
島
が
洋
い
て
居
る
〇

三
、
雲
の
三
瓶
山
。
山
陽
地
方
匡
数
日
前
か
ら
暖
か

　
に
な
っ
て
、
冬
外
套
で
ば
暑
く
、
春
外
套
を
着
て

　
居
る
が
、
山
陰
地
方
“
津
和
野
羅
附
近
の
山
な
に

　
は
雪
が
未
だ
残
っ
て
居
ろ
Q
石
見
太
田
羅
か
ら
見

　
る
亡
、
雲
た
頂
い
て
居
る
肉
陰
の
名
山
、
三
瓶
山

　
に
中
腹
か
ら
自
多
々
全
く
冬
景
色
で
、
日
が
西
に

　
傾
い
て
來
糞
。
出
雲
今
市
で
京
都
行
の
列
車
に
梁

　
り
替
へ
た
が
F
、
夜
が
集
更
曲
り
る
亡
寒
く
な
っ
て
く
る

　
ス
チ
ー
ム
ば
通
っ
て
居
な
い
〇

四
、
鳥
取
の
大
氣
畑
。
鳥
取
騨
に
つ
い
六
の
ば
午
後

　
詠
口
二
分
り
少
し
難
く
な
つ
六
の
で
、
失
禮
定
は
思

　
つ
糞
が
、
會
貝
大
坪
雄
太
郎
氏
の
門
な
六
、
く
こ

オ
に
し
索
Q
三
里
室
に
案
内
さ
れ
て
見
る
定
机
上

に
ば
一
粟
牛
の
要
急
鏡
ご
英
文
「
天
界
の
驚
異
」
ご

三
鷹
「
望
遠
鏡
」
ど
が
光
彩
准
放
っ
て
、
傍
ら
の
箱

に
に
数
十
の
ア
イ
ピ
ー
ス
が
正
し
く
併
べ
て
あ
ろ

銅傑

ﾉ
し
μ
山
烏
吋
牛
の
反
射
望
…
速
鏡
が
据
付
ゆ
り
て
あ
ろ

大
嵐
氏
に
に
一
昨
年
総
會
の
節
に
京
都
で
面
會
し

置
ハ
の
後
一
ご
吋
望
口
遠
鏡
二
由
量
九
缶
貝
・
人
れ
嗣
ム
こ
亡
が
あ

る
Q
鳥
取
の
天
丈
量
　
…
望
逡
鏡
の
必
要
　
…
天

界
講
演
會
…
…
同
氏
に
全
國
に
行
脚
し
て
墓
蓮
鏡

存
拝
見
し
碧
い
亡
言
っ
て
話
さ
れ
糞
Q
話
に
霊
春

な
い
が
夜
ば
次
第
に
更
け
て
、
曇
っ
て
居
る
か
ら

麗
な
観
る
こ
虐
が
出
講
な
い
。
午
後
十
時
過
か
ら

話
し
カ
リ
ー
、
翌
h
午
前
二
時
過
ぎ
迄
も
、
飴

り
斎
く
泡
話
し
て
に
、
他
の
人
々
の
御
迷
惑
に
な

ろ
ぐ
」
い
へ
ば
、
同
氏
ぼ
夜
の
｝
更
け
る
の
陣
μ
度
々
だ
、

遠
慮
な
し
に
話
さ
う
…
…
慮
で
午
前
三
時
ヤ
ソ
ト

話
を
切
り
上
げ
て
疲
に
つ
い
距
Q

毎
ド
沖
『
》
～
二
㌦
ぜ
“
葺
｝
≧
矯
転
昏
当
、
毒
～
～

令

二
六

　
測
地
學
委
員
會
の

　
　
　
⑳
　
　
㊤
　
　
②
　
　
0
　
　
　
⑳

　
　
維
度
観
灘
所

　
　
　
　
　
　
　
　
設
置
の
建
議

　
丈
部
省
測
毒
茸
委
員
會
ば
四
月
十
一
日
午
後
三
時

丈
部
省
會
議
室
で
亭
山
委
員
長
そ
の
他
各
論
係
官
列

席
し
種
々
協
議
の
結
果
十
五
年
度
に
に
佛
國
巴
里
に

お
い
て
開
か
れ
ろ
萬
國
地
球
物
理
早
言
総
會
に
匡
是

非
定
も
我
國
で
親
測
し
距
経
度
子
嚢
表
す
る
こ
ビ
が

必
要
に
な
っ
て
み
る
の
で
こ
の
際
首
相
、
丈
相
に
封

し
経
度
魏
測
所
設
置
建
議
た
申
し
合
ぜ
た
が
そ
の
設

置
場
所
に
に
東
京
府
下
三
鷹
村
の
天
芝
峯
構
内
に
約

入
萬
圓
の
経
費
で
建
設
た
な
す
定
、
こ
れ
が
完
成
す

れ
ば
我
國
に
お
け
ち
地
球
観
測
に
に
現
在
設
置
し
て

み
ろ
水
澤
の
緯
度
観
測
所
定
天
丈
蔓
内
の
子
午
儀
定

縞
鯵
っ
て
完
全
の
測
地
が
同
來
ろ
わ
け
で
あ
ろ
。

≧
一
盛
｝
事
聖

王
毒
ξ
誉

任
京
都
画
幅
大
筆
愚
慮
（
四
月
置
入
日
、
内
閣
）
　
　
　
　
助
鮎
苗
山
本
　
一

宇
宙
物
理
學
第
二
講
座
澹
任
ヲ
命
ズ
（
四
月
二
十
日
、
文
部
省
）
講
授
山
本
一

宇
宙
物
理
墨
・
第
二
講
座
一
分
憺
ヲ
四
王
ズ
（
同
　
　
　
　
　
　
　
）
助
｛
教
授
上
　
田

穰清清


